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＜患者様連絡事項＞
・服部　英喜様～右大腿部骨折疑いにて八戸赤十字病院　整形外科へ受診。右大転子部骨折、手術適応の為、転院となる。
＜深澤Dr診察＞
・馬場　良様～不穏・粗暴行為、不眠ある事から、臨時薬（リスペリドン0.5ml内用液1P1×夕食後・ゾピクロン7.5㎎1T1×vds）追加、本日夕より6日分処方となる。
・池野　功一様～右外踝に表皮剥離あり、アズノール+ラップ保護　6/5～6/24まで指示あり。
・北山　やゑ様～血圧高値持続の為、ニフェジピンL（20）　1T　1×夕食後　6/5～6日分処方。6/8採血指示あり。
・角谷　守通様～以前、主治医より適宜下剤除剤可の指示ありますので、下痢が続く際は、適宜調整して下さい。

＜船場Dr診察＞
・佐々木由一様～尿道口より排膿、陰嚢浮腫あり船場Drへ報告し経過観察の指示。今後泌尿器科への他科受診勧めていく。膀胱留置カテーテル交換も困難さ考えられる為、来週月曜日主治医へ確認していく。
・助川　節子様～ウルソデオキシコール酸錠50㎎6T3×食後　4日分処方、以後定期処方へ切り替えとなっている。
＜馬渡Dr＞
・熊野　一巳様、上田　恭子様、山地　治尋子様、小笠原　聖八様、清川　恵様、
大渡　勝男様、本堂　秀夫様
臨時薬は同内容継続処方となる。
＜退院支援＞

・馬渡　隆様～妻様より骨折部の手術の件も含め病状説明の希望あり、主治医面談調整中。

　　　　　　面談には長男様も同席予定。金Drの診察日に合わせ月曜日の15：30以降で来院できる日を病棟へ連絡していただく事にしいる。

・熊野一巳様～6/10(水)14：00妻・長女様、ケアマネ来院予定。病状説明希望あり。現段階では施設入所希望している為、施設一覧の中から申し込みを依頼している。

・是川　トク様：6/11(木)14：00次女様、ケアマネ来院予定。前回の5/20(水)の聞き取り調査の段階ではケアマネからは次女様の現在の精神症状も良くない為(次女様が話している途中に泣き出したり、手指の振戦が見られていたとの事)自宅への退院は困難ではないかと考えているとの話があった。本人の意向を含めてではあるが、ケアマネと長女様は、施設入所も検討しているとの事。ケアマネより本人様へ現在、夫様と次女様が体調不良である事、もし、現在の時点で自宅へ退院するのであれば、もしかしたら、一人での生活になる可能性がある事、一旦施設へ入所し、家族の体調が良くなってから自宅へ退院する方向はどうであるかを提案した際に本人は自宅への退院希望であるが、一人ぐらしには不安があるとの事で施設入所への理解も得られている。

夫様の入院を受ける際に本人を自宅へ退院させる口約で入院受け入れし　ていた経緯もあり、今後の方向として一度、自宅へ退院し施設の空きを待つ形で進めていきたい。
＜要注目患者様＞
・佐々木由一様～バイタルサイン異常無し。尿道口からの排膿、陰嚢の浮腫持続あるが経過観察の指示あり。断続的に唸り声上げるが不穏さ無し。
・甲地　茂子様～バイタルサイン異常無し。ライン弄り、不穏さ無く臥床し過ごしている。
・三上　勇　様～バイタルサイン異常、不調訴え無く過ごしている。
・上田　恭子様～便失禁あり介入要す。介入に対する易怒性あり。対面時の疎通不良。
・北上　やゑ様～赤褐色便有り。体温37.3℃、他バイタルサイン異常無し。クーリング、寝具調整で対応している。
・田中　稔美様～他者トラブル、対面時の不機嫌さ無く過ごしている。
・大渡　勝男様～棟内徘徊あるが破壊行為、その他不穏さ無し。スタッフ声掛けに対し的を得ない返答あり。
・阿部　和美様～他室侵入、リネン弄り等の迷惑行為あり。介入に対する易怒性無し。
・角谷　守通様～下痢持続している為、下剤除剤にて調整していく。
・服部　智子様～昼夜逆転傾向。日中眠気みられ都度声かけしている。夜間不眠の状況に関しては否定している。
